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研究要旨：本年度は、サル痘の世界的流行と国内発生に加え、国際安全保障及び経済情勢の急速な変化に

おかれている中、バイオテロ対策に貢献するための調査・研究、ワクチン開発等の多岐にわたる研究活動が

実施され、その研究活動全般を統括した。バイオテロ対策のための国際連携を推進するために、世界保健機

関（WHO）が主催する痘瘡ウイルス研究専門家アドバイザリーコミティー（ACVVR）委員として出席し、さらに

世界健康安全保障行動グループ（GHSAG）ネットワークに参加、国際的な新興・再興ウイルス感染症及びバ

イオテロ対策の情報共有を行った。 
さらに本年度に発生したサル痘の世界的流行と国内への侵入への迅速な対応として、国内サル痘対応の

ためのウイルス検査及び血清学的検査法の整備、LC16m8 がサル痘に対する交差中和抗体を誘導するか

の検証及び経口テコビリマット治療の有効性と安全性の検討に関する特定臨床研究への協力及び実施体制

の調整等を行ない、サル痘の国内発生に備えた体制整備に貢献した。 

A. 研究目的 

国際安全保障及び経済情勢の急激な変化に対

応するために、本研究班で実施されるバイオテロ

及び新興感染症対策に貢献する調査・研究、ワク

チン開発等の多岐にわたる研究活動全般を統括

する。さらにバイオテロ対策のための国際連携を

推進する。 
さらに2022年より世界的な流行、現在進行系で

国内発生例が増加しているサル痘（エムポックス）、

さらにバイオテロ対策の要となる天然痘に対する

予防・診断・治療に関わる臨床研究体制の整備と

対応に貢献をする。 
 

B. 研究方法 

（１） 統括：本研究斑の取りまとめ、統括を担当し

た。 
（２） 国内及び国際連携の強化：バイオテロ対策関

連国際会議等への出席及び情報共有：世界

保健機関（WHO）が主催する痘瘡ウイルス研

究専門家アドバイザリーコミティー（ACVVR）

の委員会委員の公募に、研究代表者である

海老原が応募し、選考された。また、Global 
Health Security Action Group-Laboratory 
network（GHSAG）での活動において毎月の

オンライン会議に参加をし、情報共有等を行

った。また、国内における一類感染症に対す

る対応基盤の確立のために、長崎大学 BSL4
施設との連携体制の構築を行った。 

（３） サル痘対応：国内サル痘対応のためのウイ

ル ス 検査及び 血清 学 的検 査 法の 整備 、

LC16m8 がサル痘に対する交差中和抗体を

誘導するかの検証及び経口テコビリマット治

療の有効性と安全性の検討に関する特定臨

床研究を実施するために関係機関と協力して

実施体制の調整等を行った。さらに、経口テ

コビリマット治療を受けたサル痘患者からの

皮膚病変、血液等からのサル痘ウイルス

DNA の PCR 法による検出、ウイルス分離、

次世代シークエンサーを用いたゲノム配列の

決定・解析を行った。加えて天然痘患者発生

時への臨床検査対応を充実するために、

BSL4施設内に検査研究機器の設置を行った。 
 

  【倫理面への配慮】 

国立感染症研究所においては、特定臨床研究か

ら得られた検体を用いたウイルス学的検査及び免

疫応答の解析関しては、国立国際医療研究センタ

ーにおける研究計画承認後、国立感染症研究所

の「人を対象とする生命科学・医学系研究倫理審

査委員会」の承認のもとに実施された。 

 

C. 研究結果 

国際的連携：バイオテロ対策関連国際会議等への

出席及び情報共有：世界保健機関（WHO）が主催

する痘瘡ウイルス研究専門家アドバイザリーコミテ

ィー（ACVVR）の委員会委員の公募に、研究代表
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者である海老原が応募し、選出された。ACVVR の

委員会委員として 2022 年 11 月 29-３０日に開催

された国際会議にオンラインで出席し、現在、米国

及びロシアで実施されている天然痘ウイルスを用

いた研究実施に関する可否等の評価を行った。ま

た 、 Global Health Security Action Group-
Laboratory Network（GHSAG-LN）での活動にお

いて毎月のオンライン会議に参加をし、COVID-19
及びサル痘の流行の動向、BSL4 の検査体制、検

査プロトコール、病原体の共有等に関する情報共

有を行った。 
また、国内における一類感染症に対する対応基

盤の確立のために、長崎大学 BSL4 施設との連携

体制の構築を行い、定期的に長崎大学とオンライ

ン会議及び長崎大学 BSL4 への訪問、見学、意見

交換、教育・訓練活動等を行った。 
サル痘対応：国内サル痘対応のためのウイルス検

査及び血清学的検査法の整備、LC16m8 がサル

痘に対する交差中和抗体を誘導するかの検証及

び経口テコビリマット治療の有効性と安全性の検

討に関する特定臨床研究を実施するための実施

体制の整備と調整を国立感染症研究所、国立国

際医療研究センター（NCGM）、厚生労働省と協議

を重ねて行った。さらにに、NCGM が実施している

経口テコビリマット治療に関する特例臨床研究に

おいて、テコビリマットを経口投与されたサル痘患

者からの皮膚病変、血液等からのサル痘ウイルス

DNA の PCR 法による検出、ウイルス分離、次世

代シークエンサーを用いたゲノム配列の決定・解

析の業務の指揮・統括を行った。さらに NCGM が

行う天然痘患者への経口テコビリマット治療に関

する特例臨床研究において、患者の免疫応答をモ

ニタリングし治療に活かすために、BSL4 施設内に

患者血清中のサイトカインや免疫マーカーを検出・

定量する機器を設置した。 
 

D. 考察 

世界がポストパンデミックに舵を切ることによる

急速な人流・物流の増加、大阪万博の開催、さら

にロシアのウクライナ侵攻に端を発した欧州にお

ける安全保障情勢の不安定化により、国際社会及

び我が国は、国際安全保障及び経済情勢の急速

な変化に晒されている。2022 年 2 月にロシアがウ

クライナに軍事侵攻した。その紛争の中で生物・化

学兵器の使用の危険性について危惧されており、

バイオテロ対策は現実的に重要な課題であること

が再確認された。このようなパンデミックを経た国

際社会における新たな感染症危機の拡大と国際

安全保障の不安定な状況下において、バイオテロ

及び新興感染症対策は新たなる局面に移り、感染

症危機対応に係る活動及び研究基盤の整備とさら

なる強化は喫緊の課題である。 
このような世界状況の中でバイオテロ対策は国

際的な連携の中で実施されるものと考えられる。

その目的のため、WHO は ACVVR を開催し、G7
＋ メ キ シ コ が Global Security Health Action 
Group（GHSAG）-Laboratory Network（GHSAG-
LN）を開催しており、今後もバイオテロ対策に関連

する国際的活動に日本が参加を求められると考え

られる。さらに、G7 各国と比較して、日本はバイオ

テロ病原体を含む高病原性病原体（BSL4 病原体）

の研究開発能力と体制で遅れを取っている。今後、

研究能力の向上とともに国内における一類感染症

に対する対応基盤の確立のために、長崎大学

BSL4 施設との連携体制の構築を推進していくべ

きだと考えられる。 
さらに 2022 年より、アフリカ大陸でのみ流行を

していたサル痘（エムポックス）が世界的な流行を

引き起こし、国内発生例が増加の傾向を示してい

る中、本研究班では、サル痘の予防・診断・治療に

関わる特定臨床研究と公衆衛生対応を包括的・横

断的に実施するための連携体制の構築が迅速に

達成されたことは、感染症危機対応及び公衆衛生

対応の観点からも、我が国の感染症対策に係る行

政施策に大きく貢献した成果として評価されるもの

である。 
現状のサル痘流行により、高度弱毒化痘そうワ

クチン LC16m8 の価値が再評価され、バイオテロ

対策用の天然痘ワクチンとしてだけではなく、今後、

サル痘の感染拡大を予防する対策の一翼を担う

重要なワクチンとしての役割も期待されている。こ

のような背景から、本研究斑で行われている

LC16m8 のさらなる安全性と有効性の評価、組換

えワクチンとしての拡張性を高める開発研究は、

痘瘡やサル痘、さらにポックスウイルスを含む新興

感染症対策に強く貢献するものであり、国産の優

れた痘そうワクチン LC16m8 及びその新規応用に

関する研究は、これからも精力的に継続されるべ

きである。 
 

E. 結論 

バイオテロ対策及びサル痘対策に関連する本

研究班の活動を統括した。WHO が主催する

ACVVR や GHSAG に参加し、国際連携の強化に

努めた。ポストパンデミックの世界において、国際

安全保障情勢が新たな局面に移った現在、今後も

バイオテロ及び新興感染症対策に資するための

研究開発や国内の BSL4 を含む組織・体制整備の

継続的な強化が必要である。 
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